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１.緒言 

本研究で提案するデータベース(DB)モデルは過去

の運転データから現在と類似したプロセスの状態を抽

出して次の時刻の状態を予測するモデルである. 
これまでの研究で,槽配管系やバッチプロセスに対

して DB モデルを適用し,変動する正常状態を十分な

精度で予測できることが示された.そこで今回はより大

規模なボイラープラントに DB モデルを適用し,その予

測性能を評価した. 
2.データベースモデル概略 

時刻 t の入力変数ベクトル U(t)とひとつ前の時刻の

予測出力変数ベクトル )1( −tY の組み合わせをモデル

入力 S(t)と定義する． 

)1()](),1([)( 　　　　　tUtYtS −=  

一次モデルでは S(t)と類似したレコードを,B 次モデ

ルでは B ステップ前までのモデル入力群{S(t),S(t-1),…
S(t-B)}と類似したレコード群を近傍数 M 個だけ抽出し

て,そのレコードの次の時刻の出力変数ベクトルを加重

平均して予測値を得る.さらに得られた予測値を次の時

刻のモデル入力に用いて連続的な予測を行う. 
3.運転履歴データ作成 

対象とするプロセスは高圧・中圧・低圧の三種類の蒸

気を供給するボイラープラントであり,制御系27個,測定変

数100個を有し,リサイクルを多く含む複雑かつ大規模な

プロセスである. 運転履歴データ作成にはダイナミックプ

ロセスシミュレーターVisual Modeler(VM)を用い,三種類

の蒸気流量が変動する運転履歴データを取得した．デ

ータ取得開始から約2ヶ月経過し,低負荷時の運転履歴

データが蓄積されているデータベースⅠ(レコード数

90000)と, 約5カ月経過して高負荷時の運転データも蓄

積されているデータベースⅡ(レコード数225000)の二種

類のDBを作成した.運転履歴データを実プラントから得ら

れるデータに近づけるため,正規乱数を発生させてシミュ

レータから得られた真値にノイズを付加した.  
4.検証 

 運転履歴データ蓄積量の経過と予測結果の関係を検

証するために,データベースⅠ,Ⅱを用いどちらのDBにも

同じ負荷変動のデータが含まれない運転の予測を行っ

た.予測結果の例としてモデル次数B=3近傍数M=5の設

定で予測を行ったときの,脱気器給水流量の真値と予測

値のトレンドをFig.1,Fig.2に示す． 
Fig.1にデータベースⅠでの運転予測結果を示す.デー

タ取得開始から2ヶ月後の時点では低負荷時の運転履歴

データが充実しているので390分までの予測結果は良好

である.しかし,それ以降の運転については似た変動のデ

ータが少ないので予測精度は悪い.Fig.2にデータベース

Ⅱでの運転予測結果を示す.データ取得開始から5カ月

経過して高負荷時の運転履歴データが蓄積できている

ので,全体的に予測が行えている.このように予測したい

運転状態と類似した運転履歴データが蓄積されていれ

ば予測可能であるといえる.もし過去に経験していない運

転状態であれば予測結果は悪くなるが,そのような運転

データを追加することによってその後の予測に活かすこ

とができる.なお,今回の数値実験ではIntel® Core™2 
Duo E8500 CPU(3.16GHz)を用い,750分の運転予測を実

行するのに690秒を要した. 

 
Fig.1 データベースⅠでの予測結果 

 
Fig.2 データベースⅡでの予測結果 

5.結言 

大量の運転履歴データがあればボイラーのような大規

模なプラントに対してもDBモデルを適用できることを示し

た.一方で,データ量が増えると検索に時間がかかるよう

になるため,今後の課題として蓄積すべきデータの取捨

選択があげられる. 
*E-mail:motodaka303@kyudai.jp 
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